
 
 
 
 
 
 
Advanced シリーズと Standard シリーズは，どちらも大学進学を目指す生徒向けの教科書です
が，扱っている問題の難易度や内容の扱い方が異なります。 

構成の難易度対応イメージ 

 

 

 
 
 

Advanced シリーズ Standard シリーズ 

例題や定理の証明などについて，教科書の難易度に合わせて扱い方を変えています。 

＜3 つの文字を含む多項式の因数分解＞ 

本文の応用例題として扱っています。 
 

 

 

 

▲数学ⅠAdvanced p.19 

＜3 つの文字を含む多項式の因数分解＞ 

「Challenge 例題」として扱っており，授業で取
捨選択しやすい構成です。 
 
 
 
 

▲数学ⅠStandard p.23 

＜集合における実数の扱い＞ 

本文で区間の例や問を扱っています。 
 

 

 

 

▲数学ⅠAdvanced p.56 

＜集合における実数の扱い＞ 

本文では離散集合のみを扱い，章末「Level Up」
で区間の問題を扱っています。 
 
 
 

▲数学ⅠStandard p.71 

＜放物線の位置が変化するときの最大・最小＞ 

本文の応用例題として扱っています。 
 

 

 

 

▲数学ⅠAdvanced p.92 

＜放物線の位置が変化するときの最大・最小＞ 

「Challenge 例題」として扱っており，授業で取
捨選択しやすい構成です。 
 
 
 
 

▲数学ⅠStandard p.94 

『Advanced シリーズ』と『Standard シリーズ』 
内容比較（対照表） 

内容解説資料 この資料は，一般社団法人教科書協会の定める「教科書発行者行動規範」に則っております。 
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Advanced シリーズ Standard シリーズ 

＜定義域の両端が変化するときの最大・最小＞ 

「探究」として扱っており，本文の例題と同じ 
2 次関数を考えるのでスムーズに取り組めます。 
 

 

 

▲数学ⅠAdvanced p.93 

＜定義域の両端が変化するときの最大・最小＞ 

章末「Level Up」で扱っており，問題文で場合分
けを示し問題に取り組みやすくしています。 
 

 

 

▲数学ⅠStandard p.124 

＜余弦定理の証明＞ 

A が鋭角，直角，鈍角のいずれの場合にも成り立
つことを証明しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

▲数学ⅠAdvanced p.154 

＜余弦定理の証明＞ 

A が鋭角の場合に成り立つことのみを証明して
います。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

▲数学ⅠStandard p.153 

＜最大角の三角比＞ 

正弦の比から最大角の三角比を求める問題を，本
文の応用例題として扱っています。 
 
 
 
 

▲数学ⅠAdvanced p.157 

＜正弦定理と余弦定理＞ 

正弦の比からある角を求める問題を，章末「Level 
Up」で扱っています。 
 
 

▲数学ⅠStandard p.166 

＜� � �� � �の平均値と分散・標準偏差＞ 

本文の例や問で扱っています。「参考」として証
明を扱っています。（数学ⅠAdvanced p.184-185） 

＜� � �� � �の平均値と分散・標準偏差＞ 

「参考」として問と証明を扱っており，授業で取
捨選択しやすい構成です。（数学ⅠStandard p.181） 

内容解説資料 この資料は，一般社団法人教科書協会の定める「教科書発行者行動規範」に則っております。 


